
やさしさが 安全つなぐ 三重の道 ～歩行者の ハンドサインは 赤信号～

（三重県交通安全県民運動スローガン）
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津地区交通安全協会
監修 津 警 察 署

三 重 県 内 の 交 通 事 故 発 生 状 況
（令和４年中 概数）

総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数
４ 年 ５２，５５６ ２，９１７ (５９件) ６０ ３，６３９ ４９，６３９
３ 年 ４９，８２２ ２，７２２ (５９件) ６２ ３，３３８ ４７，１００
増減数 ２，７３４ １９５ － ２ ３０１ ２，５３９
増減率 ５．５ ７．２ － ３．２ ９．０ ５．４

※ 死者数欄の( )内は死亡事故件数を示す。
死亡事故の特徴 ○ 高齢者が約７割を占める
（令和４年中） 高齢者の死者数４１人、構成率６８．３％

○ 高齢運転者の事故が４割を超える
原付以上第１当事者の事故５２件中、高齢運転者の事故は２３件、構
成率４４．２％

○ 交通弱者（歩行中・自転車乗用中）が約５割を占める
交通弱者の死者数２９人(歩行中２１人、自転車乗用中８人)、構成率４８．３％

○ シートベルト非着用者が約３割を占める
自動車乗車中の死者２５人中、非着用者８人、構成率３２．０％
非着用者８人中、着用していれば助かった人は４人と推定

○ 飲酒運転の根絶に至らない
飲酒運転(原付以上第１当事者の事故５２件中)による死亡事故４件、前年比＋３件

（令和５年９月３０日現在）（概数）
総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数

本 年 ４０，１８５ ２，２００ ４５ ２，８１３ ３７，９８５
前年比 ２，０４７ ６０ ６ １２３ １，９８７

津 警 察 署 管 内 の 交 通 事 故 発 生 状 況
（令和４年中 概数）

総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数
４ 年 ５，４９８ ３８５ ５ ４８６ ５，１１３
３ 年 ５，１７５ ４０７ ３ ４９７ ４，７６８
増減数 ３２３ － ２２ ２ － １１ ３４５
増減率 ６．２ － ５．４ ６６．７ － ２．２ ７．２

人身事故の特徴 ○ 年齢層別 ～ 高齢者(６５歳以上)の死傷者が６５人(構成率１３．２％)
（令和４年中） 若年者(１６歳～２４歳)死傷者が６３人(構成率１２．８％)

○ 路 線 別 ～ 市道が１２７件(構成率３３．０％)で最多。次いで国道２３号が１１３件(構成率２９．４％)
○ 事故形態 ～ 人対車両３９件(構成率１０．１％)、追突１６９件(構成率４３．９％)、車両単独１１件(構成率２．９％)
○ 当事者別 ～ 交通弱者の死傷者が９８人（歩行者４０人、自転車５８人、構成率１９．３％）

（令和５年９月３０日現在）（概数）
総事故件数 人身事故件数 死 者 数 負傷者数 物損事故件数

本 年 ４，２７４ ３２４ ５ ４１６ ３，９５０
前年比 ２８３ ２５ ２ ４１ ２５８

津警察署管内の交通死亡事故発生状況
（令和４年中）
区分 月日 発 生 場 所 路線 当 事 者 種 別 事故形態
１ 6/7 津市桜橋２丁目地内 市道 大型貨物×自転車 その他
２ 6/15 津市港町地内 その他 軽四乗用車 車両単独
３ 7/1 津市半田地内 国道 軽四乗用車×軽二輪車 その他
４ 10/8 津市安濃町地内 その他 自転車 車両単独
５ 10/8 津市緑が丘１丁目地内 市道 軽四貨物車 車両単独

死亡事故の特徴 ○ 年齢層別 ～ 高齢者が３人、若年者が１人、中学生が１人
（令和４年中） ○ 路 線 別 ～ 国道１件、市道２件、その他２件

○ 事故形態 ～ 車両単独３件、車両相互（その他）２件
○ 当事者別 ～ 交通弱者２人（歩行者０人、自転車２人、構成率 ４０．０％)

（令和４年中） 死者数 ２，６１０人 (前年比－２６人)
全国の状況

（令和５年９月３０日現在） 死者数 １，８７４人 (前年比＋５７人)


